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によると、公立学校に在籍している外国人児童生徒数は 71,545 人で、そのうち 27,013 人
が日本語指導の必要な児童生徒であった。日本語指導が必要な外国人児童生徒を母語別の
割合でみると、ポルトガル語を母語とする者が 32.8％と最も多く、続いて、中国語が 20.4％、











 筆者は小学校で JSL（Japanese as a Second Language）３児童の教育に関わってきた。
多くの JSL 児童は学校では友だちと仲良く生活し家庭でも楽しく生活を送っているように
みえたが、彼らについて胸がつまるエピソードが二つある。一つは、日本語教室に来ると
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  ①児童生徒の第一言語（少数派言語）と地域の多数派言語の社会的関係 
  ②就学前における大人たち（主として家族）との関係 
  ③学校における大人たち（主として教師）との関係 
  ④子ども自身の情意的・認知的特質 























   
３－２ 研究方法 








具体的には、つくば市の A 小学校において、JSL 児童の指導にあたりながら記録し
ていた観察記録ノートや個別指導記録、学習教材、児童の作成物、授業中の録音デー
タ、また JSL 教師や担任教師とのインフォーマルインタビューも活用した。 
また、第２章の JSL 児童へのインタビュー、第３章の保護者へのインタビュー、第 
４章の担任・教科担任教師へのインタビュー、第６章カナダの小学校教員のインタビ
ューでは、半構造化インタビュー手法を採用した。 
（２）少数児童の時系列調査研究（2008 年～2011 年の個人指導記録、2013 年追跡調査） 


















（４）カナダの ESL 教育との比較研究 







・「カナダにおける ESL 教育の特質―アルバータ州エドモントン市を事例として―」 




て―」京都女子大学『発達教育学研究』第 8 号、2014 年 
・「小学校教師は JSL 児童の学習をどのように捉えているか」 











































































表 序－１ エドモントン市の母語別マイノリティ住民の割合 
 1961 年 ％ 1971 年 ％ 1981 年 ％ 
１ ウクライナ語 8.30 ウクライナ語 6.26 ウクライナ語 4.78 
２ ドイツ語 7.00 ドイツ語 5.29 ドイツ語 3.60 
３ オランダ語 2.32 イタリア語 1.36 中国語 1.97 
４ ポーランド語 1.56 オランダ語 1.31 イタリア語 1.04 
５ スカンジナビア語 1.41 ポーランド語 1.10 オランダ語 1.01 
６ イタリア語 1.06 中国語・日本語 0.91 インド・パキスタン語 0.94 
７ ハンガリー語 0.49 スカンジナビア語 0.76 ポーランド語 0.86 
８ 中国語 0.47 先住民語 0.37 ポルトガル語 0.52 
９ 先住民語 0.27 ハンガリー語 0.37 スペイン語 0.50 
10 スロバギア語 0.26 クロアチア語 0.35 スカンジナビア語 0.44 
 1991 年 ％ 2001 年 ％ 2011 年 ％ 
１ 中国語 2.84 中国語 2.07 フィリピン語 2.49 
２ ドイツ語 2.44 ドイツ語 2.03 中国語 2.32 
３ ウクライナ語 2.35 ウクライナ語 1.95 パンジャビ語 2.30 
４ ポーランド語 1.09 広東語 1.19 広東語 1.65 
５ スペイン語 0.71 ポーランド語 1.05 スペイン語 1.61 
６ オランダ語 0.69 パンジャビ語 0.95 アラビア語 1.39 
７ イタリア語 0.67 フィリピン語 0.85 ドイツ語 1.33 
８ ベトナム語 0.57 スペイン語 0.82 ウクライナ語 1.28 
９ パンジャビ語 0.56 ベトナム語 0.76 ポーランド語 1.01 
10 アラビア語 0.48 アラビア語 0.70 ベトナム語 0.97 
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 JSL 児童の教科学習の理解に対しての先行研究は、JSL 児童が教科学習内容を理解し、
学習内容とことばを統合させることを目指した実践研究であった。その中で見られた、３
つのアプローチに注目したい。「学習内容」と「ことば」の統合のうち、「ことば」を重要
視した研究（池上 1998５１、矢崎 1998５２、尾関 2006５３）と、「学習内容」を重要視した研
究（南浦 2008 年５４、寺田 1994５５）、さらに「学習内容」を理解するために JSL 児童の母


































































































































































表２－２ 調査対象 JSL児童の概要 （2012年 3月時点） 
児童/年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 
Ａ子  ４年 
（６月転入） 
５年 ６年  
Ｂ子 ３年 
（10 月転入） 
４年 ５年 ６年  
Ｃ男    ４年 
（４月同市の他   
 校から転入） 
５年 
※筆者が日本語指導を担当したのは、2008 年から 2011 年である。 
 
２－２ 調査対象者の選定について 









































学年 ４年 ５年 ６年 
月 6～8 9～12 1～3 4～8 9～12 1～3 4～8 9～12 1～3 
聞く ４ ４ ４ ４ 4～5 4～5 ５ ５ ５ 
話す ４ ４ ４ ４ ４ 4～5 ５ ５ ５ 
読む ２ ３ ３ ３ 3～4 ４ ４ ４ ４ 









































表２－４  Ａ子の４年生での日本語レベル 













































































表２－５  Ａ子５年生での日本語レベル  






































































































表２－６  Ａ子の６年生での日本語レベル 





























































３－５  小学生の時をふり返って  
































































学年 ３年 ４年 ５年 ６年 
月 10～12 1～3 4～8 9～12 1～3 4～8 9～12 1～3 4～8 9～12 1～3 
聞く １ 2～3 ３ ３ 3～4 ４ ４ 4～5 ５ 5～6 ６ 
話す １ ２ ２ 2～3 ３ ３ 3～4 ４ 4～5 ５ ６ 
読む １ １ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ５ ６ ７ 











表２－８  Ｂ子の５年生４月から８月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 
























































が JSL 児童にとっても適切なやり方とは限らない。かえって、JSL 児童にとっては負担に
しかならず、漢字嫌いにしてしまう可能性も強い。この件をきっかけに、JSL 児童と言葉
の関連を意識するようになった。 

























表２－９  Ｂ子５年生９月から 12月の日本語レベル 
 日本語 聞く 話す 読む 書く 
バ ン ド ス
ケール 














































































日本語 聞く 話す 読む 書く 
バ ン ド ス
ケール 






























































表２－11  Ｂ子６年生４月から８月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 
バ ン ド ス
ケール 














































Ｔ  「源頼朝は知ってる？」 
Ｂ子 「うん、教室で習った。髭の人だよ。」 
Ｔ  「よく覚えているね。ミナモトノヨリトモと読むよ。」 
（Ｂ子、O：板書をノートにメモする。） 
Ｔ  「平清盛」は？ 
Ｂ子 「うん、大丈夫。」 




















Ｔ  「本当だね。」（黒板に図を書いて確認する。あまり深入りせずに確認にとどめる） 




Ｔ  「その通り！じゃあ、どういう時に『攻める』か分かるね？」 
Ｂ子 「うん。あとね、神風って言葉も好きだよ。皆が言ってたからね。」 
 














Ｔ  「つくる。だよ。」 
Ｂ子 「うん。」 
Ｔ  「じゃあ、書院造の部屋は何がありますか？」 
Ｂ子 「（写真を見て）しょうじ、ふすま、たたみも！」 




Ｔ  「障子はないね。どうしたのかな？」 
Ｂ子 「誰かが穴を開けちゃったんじゃない？」 

















表２－12  Ｂ子６年生９月から 12月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 
バ ン ド ス
ケール 










































Ｂ子 「先生、信長、知ってる？」  
Ｔ  「もう信長の勉強をしたの？」 
Ｂ子 「うん、やったの。ナホ（女の子の友人）がね、信長様って言ってたんだよ。」 
Ｔ  「信長様なんだ。おもしいね。」 
Ｂ子 「そう。」 
Ｔ  「じゃあ、信長のところの教科書を一度読んでみようか。」 
 
 ※以下は、教科書本文の前半である。漢字の上にある読み仮名は、元々教科書に書かれ
























































































































































































（１）  ４年生（４～１２月） 
Ｃ男は４月にＡ小学校に転入してきた。穏やかな性格で１ヶ月もたたないうちに学級の 
学年 ４年 ５年 
月 4～8 9～12 1～3 4～8 9～12 1～3 
聞く ５ ５ ５ ６ ６ ６ 
話す ５ ６ ６ 6～7 ７ ７ 
読む ４ 4～5 ５ ５ 5～6 ６ 





絡があった。    









表２―14  Ｃ男４年生４月から 12月の日本語レベル 




























































表２－15  Ｃ男４年生１月から３月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 



























































表２－16  Ｃ男５年生４月から８月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 
















































り、たれる、わめく などの言葉の意味が分らなかった。（６月 20日） 
 









表２－17  Ｃ男５年生９月から３月の日本語レベル 
日本語 聞く 話す 読む 書く 


































○事例９   
作文メモ（ワークシート）を書いた。教室で学習活動の手順が指示されたが、話を聞



















５－４  小学生の時を振り返って 
















































































































 小学校で履修する常用漢字は 1006 字ある。学年別に見ると、１年生 80 字、２年生 160





































表現である。「10が 100個で 1000になる」表現は、ほとんどの JSL児童がつまずきやすい
分野であった。 























































































































































                                                   
５１ 池上摩希子「教科に結びつく初期日本語指導の試み―教材『文型算数』を用いた実践例














合―」『日本語教育』119 号、日本語教育学会、2003 年、76－85 頁。 
５７ 櫻井千穂「外国人児童の学びを促す在籍学級のあり方―母語力と日本語力の伸長を目指
して―」『母語・継承語・バイリンガル教育研究』４号、母語・継承語・バイリンガル教




                                                                                                                                                     
語相互育成学習モデル」による実践から―」、『人間文化創成科学論叢』第 14 巻、2012
年、2012 年、231－239 頁。 
５９ 齋藤ひろみ 「『子どもたちのことばを育む』授業作り―教師と研究者による実践研究
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６１木村裕一「風切るつばさ」、『新編新しい国語六年上』東京書籍、2004 年。 
６２ Ａ子が使用していた算数教科書は日本語指導室に保管していた教材を用いていたため、




６３ 小林豊「世界一美しいぼくの村」、『新編新しい国語四下』、東京書籍、2004 年。 
６４ 会話の内容は、日本語教室での授業中の会話メモによる。 
６５ 東京書籍「くらしの中の和と洋」『新編新しい国語四下』、東京書籍、2004 年。 
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６９ 北俊夫、佐藤学、吉田伸之、ほか 38 名『新しい社会 5 年下』東京書籍、2011 年。 
７０ 国立国語研究所によると、日本語の擬音語・擬態語は辞書に載っている語だけでも 2000



































































表 ３－１ 調査対象者の概要 （2012年 3月時点） 
保護
者 








































(父)  ４ 












































































母語－会話能力の保     































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
７２ ナカミズ・エレン「在日ブラジル人における言語使用と言語教育」『異文化間教育学会』
19 号、2004 年、30－41 頁。 
７３ Sheldon, S. ‘’Linking school–family–community partnerships in urban elementary 




                                                                                                                                                     
７４ 竹村明子・小林稔「小学生における親子関係と学習への動機づけの相関分析」『琉球大









ジェクト報告 No.I 学力格差は幼児期から始まっているか : しつけスタイルは経済格
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本生まれあるいは幼少期来日の中国帰国児童に対して―」『言語文化共同研究プロジェク
ト 2004 言語文化教育の新しい視点』，大阪大学大学院言語文化研究科、2005 年、39－
53 頁。 
８０ 関口知子「在日日系ブラジル家族と第二世代のアイデンティティ形成過程：CCK/TCK















































研究課題１：担任教師と教科特別担当教師は JSL 児童の学習をどのように捉えているか明 
らかにする。 













  結果についてまとめたものを表４－１に示す。 
（２）調査期間 
調査期間は、2008 年度から 2011 年度にかけて筆者が勤務していた期間に実施した。毎







表 ４－１  JSL児童を担当した教師について 
 2009 年３月 2010 年３月 2011 年３月 2012 年３月 
担任 ６人 ５人 ６人 ４人 
教科特別担当 ０人 ０人 ３人 ２人 












表 ４－２  回答の分類および内容  
分類 内     容 2009 2010 2011 2012 
 
言語 
難しい漢字・言葉の読み取りとその理解が難しい ３ １ ７ ４ 
日本語で表現すること（話し合い、発表）が難しい  １  ２ 
会話ができないため学習が困難である １    
学力 基礎学力の不足が気になる  １ ２ １ 
態度 学習態度の面で困難である １ １   







がら、教師は JSL 児童たちの「言語」のどのような場面を切り取っているかを確認する。 
 



























  ・集中力が続かないため教えるのが大変である。 
  ・学習に対してやる気や根気が続かなかった。 
Ｄ：その他 
 ○ある程度の日本語ができるので困っていない 
  ・社会科は町探検など身の回りの内容なので楽しくやっていた。 

























































































                                                   
８１ 岡崎敏雄「年少者日本語教育に関する教師の言語教育観」『日本語科学』４号、国立国
語研究所、1998 年、74－98 頁。 
８２ 恒吉僚子「教室の中の社会―日本の教室文化とニューカマーの子どもたち―」佐藤学編
『教室という場所』国土社、1995 年、185 頁。 
８３ 清水睦美『ニューカマーの子どもたち―学校と家庭の間の日常生活―』2006 年、勁草
書   
 房 
８４ ナカミズ、エレン「在日ブラジル人における言語使用と言語教育」『異文化間教育』19





























































































































































































































































































































Ｔ  「源頼朝は知ってる？」 
Ｂ子 「うん、教室で習った。髭の人だよ。」 
Ｔ  「よく覚えているね。ミナモトノヨリトモと読むよ。」 
（Ｂ子、Ｏ：板書をノートにメモする。） 
Ｔ  「平清盛」は？ 
Ｂ子 「うん、大丈夫。」 








Ｔ  「この絵を見てごらん。（資料集：源平の戦いの絵図）白と赤の旗がありますか？」 
Ｂ子 「あった！あった！」 
 


































事例 11 から事例 13 は、すでに経験したことのあることを聞き出して内容と関連させた
実践である。事例 11 は、B 子がすでに日本で経験した運動会をイメージさせながら、源平
の合戦を取り扱っている。絵教材も取り入れて質問をしながら B 子の理解を深めている。









































○事例 21：Ｃ男（４年生 11月） 


















次に、事例 18 から事例 21 は、友だちや他の先生との関わりを多くもたせる取り組みで
あった。A 子と日本語教室の友だち、職員室の先生方、特別支援の先生、C 男とクラスの女






















○事例 22：Ｂ子 （５年８月）※第２章第２節より 

































23 は A 子に算数を指導する過程で、筆者自身も指導方法に悩み、特別支援担当に相談した
ことが分かる。先の事例 20 で、特別支援担当が A 子に算数を教えると、「簡単」とにこに
こしていたケースが見られたが、A 子の支援を通して自分自身の教育技術が浅いことを実感
する。そのため、一人で背負わずに、色々な方法を学ぼうという姿勢に変わったのである。


























 つぎに、意欲づけに関して述べる。事例 16 から事例 21 では、児童中心主義アプローチ








 二つの視点から JSL 児童の学習支援を理解した。ここで、支援のあり方を考えるために、
実践を振り返り、評価する重要性を述べたい。第２章でも明らかにされたように、JSL 児
童のことばと文化的背景を理解することが大切であった。事例１、事例２、事例３は児童
















































表 ５－１  E子の担任教師の基本プロフィール 
児童 学年 担任教諭 性別 年代 教員経験歴 
E 子 ３年 A教諭 女性 40代 16～20年 
４年 B教諭 女性 30代 11～15年 
５年 C教諭 女性 40代 16～20年 
６年 D教諭 女性 30代 ６～10年 
 
２－３  JSL児童のプロフィール 



























表 ５－２ JSL児童のプロフィール 
児
童 
国籍 在籍学年 家庭内言語 年齢 入国年齢と転入前の学歴 母語理解 日本語理解 
E子 
女 































































































































































































































































































































































































































 Ａ小学校では 2000 年代後半から JSL 児童生徒が増加したことに加えて、PTA による自
主活動（絵本の読み聞かせボランティア、行事ボランティア）が活発化された。そのため、
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学力などを点数化し、最高 110 点で 70 点以上の外国人を受け入れるポイント制が導入され
た１１０。つまり、入国時から学歴が高く、移民は教育達成の中で見ても高い数値を示してい













































































調査を行った 2012 年 10 月現在、G小学校は生徒数 306 名（男子 157、女子 149）であ
り、その内の外国人児童は 60 名であり約２割を占める。出身国は一番多い中国８名をはじ
め、インドやパキスタン等のアジア諸国、サウジアラビアやイラン等の中東諸国、ヨーロ

















D 中学校と J 中学校はその内の２校である。地区によって住民の出身国は様々である。そ
のため学校 ELL クラスの雰囲気もずいぶん異なっていた。 
J 中学校はエドモントン市の北東部に位置し、近年、アフリカ諸国や中東諸国出身者が
多く在住している地域である。生徒数 453 人（男子 213、女子 240）、全生徒の出身国につ
いてのデータは得られなかったが、本研究で調査対象とした生徒は ELL クラスに在籍する
生徒 26 名である。また、教員数は 20 名（男７、女 13）である。 
D 中学校はエドモントン市の南に位置し、アジア諸国とアラブ諸国の住民が比較的多い
地区である。生徒数 464 名（男子 240、女子 224）、同じく全生徒の出身国についてのデー
タは不明であるが、調査対象者の ELL クラスの在籍生徒は 15 名である。教員数 25 名（男
13、女性 12）である。教員の出身はカナダ 13 名、アイルランド１名、ケニア１名である。 
 以下に、３校の調査対象人数（表６－１）、G 小学校の児童については（表６－２）、（表
６－３）、（表６－４）、D 中学校と J 中学校の ESL 生徒については（表６－５）、（表６－
６）、（表６－７）に示す。 
 
表 ６－１ 各学校の調査対象人数 
中学校 Ｄ中学校 Ｊ中学校 中学校の合計 
人数 15名 24名 39名 
小学校 Ｇ小学校 Ｇ小学校の合計 
 親（１～４年生） 児童（５・６年生） (親・児童) 














①G 小学校の ESL 児童について 
表６－２Ｇ小学校でのアンケート回収人数   表６－４母語別人数と子どもの過程での使用言語 
  
      
         
 
















②D 中学校、J 中学校 ELL 生徒について 
表６－５Ｄ ・Ｊ中学校でのアンケート実施人数   表６－６ 滞在年数 







































学年 D中学校 J中学校 人数 
１年 ２ ４ ６ 
２年 ９ ９ 18 
３年 ４ 11 15 
合計 15 24 39 
期間 D中 J中 合計 
１年未満 ７ １ ８ 
１～２年未満 ３ 16 19 
２～３年未満 ２ ６ ８ 
３年以上 ３ １ ４ 































表 ６－８ 各学校の調査対象人数 
中学校 Ｄ中学校 Ｊ中学校 中学校の合計 
人数 １名 ２名 ３名 





言語 D中 J中 合計 
ソマリア語 ０ 10 10 
アラビア語 ０ ８ ８ 
中国語 ３ １ ４ 
韓国語 ２ １ ３ 
スペイン語 １ １ ２ 
ネパール語 ２ ０ ２ 
タガログ語 ２ ０ ２ 
ソマリア語とエリトリカ語 ０ ２ ２ 
フィリピノ語 ２ ０ ２ 
英語 ０ １ １ 
ビザヤ語 １ ０ １ 
パンジャビ語 １ ０ １ 
ペルシャ語 １ ０ １ 
合計 15 24 39 
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 第３節 ESL児童生徒の学習におけるつまずきの要因 
３－１ 小学生 
 







教えている/習っている 16 11 5 
教えていない/習っていない 8 1 7 
子どもは母語と英語とではどちらが理解しやすいか    
母語 15 5 10 
英語 6 4  2 
同じくらい 3 3 0 
英語と母語とではどちらの勉強をより強く、 
子どもに勧めるか /親に勧められるか 
   
母語 11 5 6 






























会話 4 1    3  
言葉の読み 4 2 2 
言葉の書き（語彙、綴り） 6 2 4 
難しい言葉の理解 13 5 8 
長文の理解 5 2 3 
作文・日記などの文章表現 9 3 6 
 他 4 2 2 
無回答 5 1 4 
児童が英語を使って家庭で学習する時に困ってい
ること、または親が教える時に困っていること 
   
特に問題ない 14 6 8 
言葉に関すること 9 6 3 
その他 1 1 0 
家庭における学習のサポート    
読み・書きや文法など言葉に関すること                      8 4 4
読書の奨励や勉強を促す言葉がけ  8 0 8 
宿題を一緒にやる 5 4 1 
算数のトレーニング 1 1 0 




































学校においては D 中学校と J 中学校の二つのデータを用いて説明していく。 
 
表 ６－11 母語について 
家庭では母語を親に習っているか 全体（名） D中学校（名） 
 
J中学校（名） 
習っている 26 7 19 
習っていない 11 6 5 
無回答 2 2 0 
母語と英語とではどちらが理解しやすいか    
母語 30 12 18 
英語 5 3 2 
同じくらい 1 0 1 
無回答 3 0 3 
英語と母語とではどちらの勉強をより強く、親
に勧められるか 
   
母語 18 9 9 
英語 21 6 15 
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表 ６－11 について述べる。母語について、「家庭で母語を習っている」生徒は 26 名
























会話 10 4 6 
言葉の読み 13 4 9 
言葉の書き（語彙、綴り） 11 4 7 
難しい言葉の理解 21 10 11 
長文の理解 13 4 9 
作文・日記などの文章表現 15 6 9 
 他 17 4 13 
無回答 1 1 0 
英語を使って家庭で学習する時に困っていること    
特に問題ない 17 8 9 
言葉に関すること 12 5 7 
その他  2 2 0 
家庭における学習のサポート    





9  0 9 
 
宿題の確認や勉強を促す言葉がけ   7 0 7 
数学の宿題 3 1 2 
 特になし 5 2 3 

































（生徒の学習に対するつまずき 文化に関して ） 






















②D 中学校、J 中学校の ELL 担当教員 























   




























































・ESL ボランティアが週２回来校している。授業中に各学級の ESL 児童を、順番に取
り出し20分位ずつ読みの練習を行う。語彙や読み方の確認を通して読みの練習を行う。 
















の 30％、４～６年生では 35％と規定している１１９。G 小学校の事例では、１～３年までは





















































































































































































第５節 エドモントン市における ESL教育に対する考え方 
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終 章 JSL 児童のつまずき克服の課題 
―エドモントン市における ESL 教育と比較して― 
 

















































































































































































 一つめの場面は、第２章「JSL 児童の学習におけるつまずきの実態」、第４節「B 子の事
例」では、B 子（ペルー）の夏休みの学習会での場面である。筆者は、夏休みの補習授業で
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(A QUESTIONNAIRE  TO  TEACHERS) 
About ESL teaching in Elementary School in Edmonton, Canada. 
・This survey aims to analyze the challenges of the ESL education of 
children. 
・I am going to consider the effective guidance and support system for foreign 
children in Japan in my doctor course studies. I am going to use this 
survey’s results when I write an article about ESL education. However, 
the information you are going to give me will be used only in a statistical 
process and individual information will be kept confidential. Please give 
me your cooperation.  
 
If you have some questions or concerns in this questionnaire, please contact me. 
Sayaka Onuma  
e-mail: volpic55@hotmail.com 
Doctor course of Education 
Kyoto Women’s University ,Japan  
 
Ⅰ Would you answer about yourself ,If you can．    
Q1. Gender  ( Man  /  Woman) 
 
Q2.  Age groups separated by 10 years of age. 
 ( 20years old～/ 30years old ～/ 40years old～/ 50years old～/ 60years old
～) 
 
Q3.  Teacher years of experience  
 ( 1～5 years  /  6～10years  /  11～15 years  /  16～20years  /  
21 years ～  ) 
 
Q4.  How long have you taught in ESL class? 
( 1～5 years  /  6～10years  /  11～15 years  /  16～20years  /  
21 years ～  ) 
 
Q5.  Have you trained about ESL teaching? 
  (  Yes  /  No ) 
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Ⅱ Would you answer about teaching ESL for foreign students? 








Q2．I asked the same question to Japanese teachers at the schools in Japan 
which have many foreign students(especially above Level 3 students). 
 The results of the interview are as follows: 
【examples】 
・ They cannot read kanji (Chinese letters), especially a set phrase, so they 
cannot understand sentences which include kanji. 
・ In Japan, students study a story and an explanatory note in Japanese 
lesson.  Foreign students like to read a story and can understand 
sentences, but they cannot understand an explanatory note. Because, it 
has many difficult words and abstract concepts. 
・ As for a social study, they feel difficult to study geography, industries 
(agriculture, fishery, manufacturing and etc.) and Japanese history. 
Because they have not had any life experiences in Japan, they could not 
imagine the situation explained in a textbook. And when they study 
above 5th grade , there are many difficult technical terms.    
・ In mathematics, they can do just calculation of numbers, but cannot 
answer the questions written in Japanese sentences. Because they cannot 
understand the meaning of the sentences.  
・ Egyptian students have taken a long time until they can understand the 
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idea of a unit ten when they study arithmetic. 
・In any subjects, they cannot find necessary information on any topics 
through internet and books. Furthermore, they cannot easily express their 
opinions in Japanese by themselves. 
 
Do you have any similar situations in your school? 
 































Ⅲ. Would you answer about the children’s mother language? 
Q1. Do you have a teaching class of mother languages to foreign students? 
  (  Yes  /  No ) 
Q2. Do the foreign students use their mother languages in the class? 
  (  Yes  /  No ) 
Q3. Do the parents of foreign students come to school for support their 
children? 
  (  Yes  /  No ) 
Q4. If the students can understand their mother languages, can they 
understand English and other lessons instructed in English more easily 
    than the situation of learning without understanding mother 
languages ? 
  (  Yes  /  No ) 
 
Ⅳ If you think that ESL in Canada is successful, what are the reasons? 
 
 





















 (QUESTIONNAIRE  TO  PARENTS) 
About ESL of Elementary School in Edmonton, Canada. 
・This survey aims to analyze the challenges of the ESL education of 
children. 
・I am going to consider the effective guidance and support system for foreign 
children in Japan in my doctor course studies. I am going to use this 
survey’s results when I write an article about ESL education. However, 
the information you are going to give me will be used only in a statistical 
process and individual information will be kept confidential. Please give 
me your cooperation.  
 
If you have some questions or concerns in this questionnaire, please contact me. 
Sayaka Onuma  
e-mail: volpic55@hotmail.com 
Doctor course of Education 
Kyoto Women’s University ,Japan  
 
Ⅰ．About your children 
・National origin of father          （                       ） 
National origin of mother           （                       ） 
National origin of children          （                       ） 
  ・Grade of your children                    （                  grade  ） 
                                             （                  grade  ） 
                                             （                  grade  ） 
・Years to stay in Canada           （                        ） 
 ・mother language              （                        ） 
 
 
Ⅱ．About speaking language at home 
  ①Are you                                (    father    or     mother  )? 
 ② What languages do you speak to your children at your home?
（              ）         
  ③What languages does your partner speak to your children at your home? 
       （                ）   
   ④What languages do your children speak  at your home? 
                                            (                             ) 
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 ⑤Do you teach your children mother language at home?    (  Yes  /  No ) 
⑥Can your children understand mother language?            (  Yes  /  No ) 
⑦Which language does your children understand better? 
                                          ( Mother language  /  English  ) 
 ⑧Do you emphasize teaching your mother language to your children compared to 
English?                                               (  Yes  /  No ) 
 
Ⅲ．About English study 
  ①Can your children speak English at school ?      (  Yes  /  No ) 
 
②What studies does your children feel difficult when they study by using 
English?     (Please write ○ applied without limit.) 
 
  (a)  Conversation in English  
(b)  Reading (spelling, wards) 
    (c)   Writing（alphabet, spelling,） 
  (d)   Understanding difficult words. 
  (e)   Understanding long sentences. 
    (f)   Writing in English (a composition, grammar, a diary) 
(g)Others( subject, etc.                                              ） 
 
③．When does your children feel difficult about English study ? 
  1st grade,  
2nd grade, 
3rd grade,  
4th grade, 
5th grade, 
6th grade,  
Others  (                                         ) 
 





⑤Do you have any problems when you support your children’s study? 
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(QUESTIONNAIRE TO STUDENTS) 
About ESL of Elementary School in Edmonton, Canada. 
 
・This survey aims to analyze the challenges of the ESL education of 
students. 
・I am going to consider the effective guidance and support system for foreign 
students in Japan in my doctor course studies. I am going to use this 
survey’s results when I write an article about ESL education. However, 
the information you are going to give me will be used only in a statistical 
process and individual information will be kept confidential. Please give 
me your cooperation.  
 
If you have some questions or concerns in this questionnaire, please contact me. 
Sayaka Onuma  
e-mail: volpic55@hotmail.com 
Doctor course of Education 
Kyoto Women’s University ,Japan  
 
Ⅰ．About yourself 
・ Grade                  （                  grade  ） 
・ National origin of father          （                       ） 
National origin of mother          （                       ） 
National origin of yourself         （                       ） 
・ Years to stay in Canada           （                        ） 
・ mother language             （                        ） 
 
 
Ⅱ．About speaking language at home 
①What languages do you speak at your home? （              ）          
②What languages does your parents speak to you at your home? 
       （                ）   
③Can you understand mother language?                     (  Yes  /  No  ) 
④Does your parents teach you mother language at home?    (  Yes  /  No  ) 
⑤Which language do you understand better? 
                                           ( Mother language  /  English  ) 
⑥Does your parents emphasize teaching mother language to you compared to  
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English?                                                (  Yes  /  No  ) 
 
Ⅲ．About English study 
  ①Can you speak English at school ?              (  Yes  /  No ) 
 
②What studies do you feel difficult when you study by using English?     
(Please write ○ applied without limit.) 
 
  (a)  Conversation in English  
(b)  Reading (spelling, wards) 
    (c)   Writing（alphabet, spelling,） 
  (d)   Understanding difficult words. 
  (e)   Understanding long sentences. 
    (f)   Writing in English (a composition, grammar, a diary) 
  (g) thers ( subject, etc.                                              ） 
 
③．When do you feel difficult about English study ? 
1st grade,  
2nd grade, 
3rd grade,  
4th grade, 
5th grade, 
6th grade,  
Others  (                                         ) 
 













⑤Do you have any problems when you study by using English at home ? 









Questions are over. Thank you for your cooperation in research. 
 
